
異議の決定

異議２０１７－９００１７９

千葉県市川市八幡３－４－１－７１３
商標権者 村山 彰

東京都千代田区内神田１丁目６番３号 南特許ビル７階 南法律特許事務所
代理人弁理士 南 敦

東京都千代田区内神田一丁目１８番１４号 ヨシザワビル
代理人弁理士 須山 佐一

東京都立川市緑町１０番３号
商標異議申立人 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構

東京都港区虎ノ門一丁目２番８号 虎ノ門琴平タワー 三好内外国特許事務所
代理人弁理士 三好 秀和

東京都港区虎ノ門一丁目２番８号 虎ノ門琴平タワー 三好内外国特許事務所
代理人弁理士 高橋 俊一

東京都港区虎ノ門一丁目２番８号 虎ノ門琴平タワー 三好内外国特許事務所
代理人弁理士 高松 俊雄

　登録第５９２９２４２号商標の商標登録に対する登録異議の申立てについ
て，次のとおり決定する。

結　論
　登録第５９２９２４２号商標の指定商品中，第１６類「印刷物」について
の商標登録を取り消す。

理　由
第１　本件商標
　本件登録第５９２９２４２号商標（以下「本件商標」という。）は，「チ
バニアン」の片仮名を標準文字で表してなり，平成２８年８月２５日に登録
出願，同２９年１月１０日に登録査定，第１６類「紙類，文房具類，印刷
物，書画」並びに第１４類及び第２８類に属する商標登録原簿記載のとおり
の商品を指定商品として，同年３月３日に設定登録されたものである。

第２　登録異議の申立ての理由
　登録異議申立人（以下「申立人」という。）は，本件商標はその指定商品
中，第１６類「印刷物」について，商標法第３条第１項第３号，同項第６号
及び同法第４条第１項第７号に該当するものであるから，同法第４３条の２
第１号により，その登録は取り消されるべきであると申立て，その理由を要
旨以下のように述べ，証拠方法として甲第１号証ないし甲第５７号証（枝番
号を含む。）を提出した。
１　商標法第３条第１項第３号について
（１）地質時代と「国際標準模式層断面とポイント」
　地質時代とは，地球に地層が形成されてから現在までの時代をいい（岩波
書店発行，広辞苑第六版），地質の観察・研究を行う上で最も優れた代表的
な地層が，「国際標準模式層断面とポイント」（Ｇｌｏｂａｌ　
Ｂｏｕｎｄａｒｙ　Ｓｔｒａｔｏｔｙｐｅ　Ｓｅｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　
Ｐｏｉｎｔ）（以下「ＧＳＳＰ」という。）に選定される。



（２）ＧＳＳＰ候補地としての「千葉セクション」
　ＧＳＳＰの候補地として千葉県市原市の養老川沿いで確認された地層（以
下「千葉セクション」という。）が挙げられている。
　「千葉セクション」の研究には，申立人である大学共同利用機関法人情
報・システム研究機構に属する国立極地研究所をはじめ，国立大学法人茨城
大学，国立大学法人千葉大学，独立行政法人国立科学博物館，国立大学法人
島根大学，国立大学法人神戸大学，国立研究開発法人産業技術総合研究所，
国立研究開発法人海洋研究開発機構，国立大学法人東京学芸大学，千葉県立
中央博物館，滋賀県立琵琶湖博物館，国立大学法人九州大学及び国立大学法
人信州大学など（以下「共同研究チーム」という。）が，共同で取り組んで
いる。平成２９年６月７日，共同研究チームは，国際地質科学連合
（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｕｎｉｏｎ　ｏｆ　Ｇｅｏｌｏｇｉｃａｌ
　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ：　ＩＵＧＳ）の専門部会に「千葉セクション」に関す
る提案申請書を提出した（甲２，甲４）。
（３）「チバニアン」命名の経緯
　ＧＳＳＰに選定されると，その時代区分としてラテン語で命名され，「千
葉セクション」は，共同研究チームにより正式名称を「チバニアン」と決定
され（甲５，甲７），世の中に定着しつつある。
（４）「チバニアン」の識別力
　以上よりすると，「チバニアン」の文字を印刷物に付したとしても，需要
者は「チバニアンに関する印刷物である」と認識するにとどまり，当該文字
はその著作物の内容を認識させるにすぎないことは明白であるから，商品の
品質等を示すものとして，自他商品識別力を欠くものといわざるを得ない。
（５）「チバニアン」の独占適応性
　「チバニアン」がＧＳＳＰに選定されれば，世界中の研究者が「チバニア
ン」に関する論文を執筆する。特に，日本語での論文においては「チバニア
ン」との表記が多く登場することが推測される。
　よって，本件商標は，指定商品「印刷物」について，独占適応性を欠くと
いうべきである。
（６）小括
　以上よりすると，本件商標は，その指定商品「印刷物」について，商標法
第３条第１項第３号に該当する。
２　商標法第３条第１項第６号について
　本件商標は，上記のとおり，独占適応性を欠くものであって，「チバニア
ン」を題号にするか否か，内容表示的に記載するか否かについて，商標権侵
害をおそれながら定期刊行物を出版せねばならないとすれば，公正な取引を
著しく阻害することは，想像に難くない。
　したがって，本件商標は，たとえその指定商品中「定期刊行物」について
商標法第３条第１項第３号に該当しないとしても，同項第６号に該当する。
３　商標法第４条第１項第７号について
　本件商標の登録出願のタイミングを見れば，ニュースで取り上げられた
「チバニアン」の語を先取り的に出願・登録し，利益の独占を図るものと容
易に推察できる。
　指定商品「印刷物」に限っていえば，「チバニアン」の語が一私人に独占
されることにより，「チバニアン」に係る論文誌・学術誌等を出版する者
は，商標的使用か否か，ひいては本件商標権の侵害に当たるかをおそれなが
らの出版を余儀なくされることとなる。
　そして，ニュース等で取り上げられた言葉について，ただひとり利益を独
占する目的で先取り的に行われた本件商標の登録出願の経緯は，社会的相当
性を欠くものであって，本件商標を構成する言葉の公益性に照らしても，商
標法の予定する秩序に反するものとして到底容認し得ないものといえる。
　したがって，本件商標は，公正な競業秩序を害するものであって，公序良
俗に反するものというべきであるから，商標法第４条第１項第７号に該当す
る。

第３　当審における取消理由
　当審において，本件商標権者に対して平成２９年８月２５日付けで通知し
た取消理由の内容は，要旨以下のとおりである。
　本件商標は，「チバニアン」の片仮名を標準文字で表してなるものである
ところ，これを本件商標権者が第１６類「印刷物」に使用した場合，これに



接する取引者，需要者は，公的機関に係る千葉セクション（国際標準模式層
断面とポイント）に関する書籍，論文等であるかのごとく，誤認するおそれ
があり，ひいては，商取引の秩序を乱し得るおそれがあり，また，社会公共
の利益を害することになるものであって，公の秩序を害するおそれがあるも
のというべきである。
　したがって，本件商標は，その指定商品中の第１６類「印刷物」につい
て，商標法第４条第１項７号に該当する。

第４　本件商標権者の意見
　審判長は，上記第３の取消理由を通知し，期間を指定して意見書を提出す
る機会を与えたが，本件商標権者は，何ら意見を述べていない。

第５　当審の判断
１　申立人の提出に係る証拠及びその理由によれば，以下の事実を認めるこ
とができる。
（１）申立人は，大学共同利用機関法人であって，申立人に属する国立極地
研究所を含む国立大学，国立の博物館・研究所及び県立博物館等（共同研究
チーム）が，千葉県市原市の養老川沿いで確認された地層（千葉セクショ
ン）の研究に取り組んでいること，千葉セクションは，約７７万年前に起き
た地球の最後の地磁気逆転を示す地層であること，これを，「千葉時代」を
意味する「チバニアン（Ｃｈｉｂａｎｉａｎ）」と定めたこと，そして，千
葉セクションは，地質年代の境界を代表する地層として「国際標準模式層断
面とポイント」（ＧＳＳＰ）の候補となっており，平成２９年６月７日，国
際地質科学連合に申請されたこと（甲２，甲４，甲７～５５）。
（２）「チバニアン」の名称は，「千葉時代」のラテン語訳であるが，共同
研究チームの一員である国立極地研究所が複数の候補の中から選択した造語
であること（甲５）。
（３）「千葉セクション」が国際地質科学連合においてＧＳＳＰとして承認
された場合には，「チバニアン」と命名され，地質時代の一時代を特定する
学術用語となり得ること（甲２，甲４，甲７～甲５５）。
（４）上記（１）及び（３）の事実は，平成２７年１０月１６日から本件商
標の登録出願時までに，全国及び地方の新聞（甲７～１０，甲１５～１９，
甲２３，甲２４，甲３３～４０，甲４２，甲４５，甲４６）及び平成２８年
３月２８日のＮＨＫのニュース（甲２８～３１）で報道され，また，ウェブ
サイトにおいても紹介（甲１２～１４，甲２０～２２，甲２５～２７，甲
４７，甲４８）され，ウェブサイト上の辞書（甲３２，甲４１）においても
時事用語として掲載されていること等からすれば，我が国において，「チバ
ニアン」の文字は，「千葉セクション」の名称として，一定程度一般にも認
識されていたこと。
（５）本件商標は，上記（４）の報道等の後である平成２８年８月２５日
に，本件商標権者により登録出願されたものであること。
２　商標法第４条第１項第７号該当性について
　本件商標は，上記第１のとおり，「チバニアン」の片仮名を標準文字で表
してなるところ，「千葉セクション」の名称である当該文字は，上記
１（２）のとおり，共同研究チームに係る造語であって，上記１（４）のと
おり，本件商標の登録出願日前までに，「千葉セクション」が地質年代の境
界を代表する地層（ＧＳＳＰ）の候補として国際機関に申請されることが数
多く報道等されたことから，上記１（１）及び（３）の事実は，一般に広く
知られていたものと認められる。
　そして，「チバニアン」の名称の「千葉セクション」は，国立大学，国立
の博物館・研究所等の公共機関による共同研究チームにより，ＧＳＳＰの候
補として国際機関に申請されるなど公益性が高いものであること，「千葉セ
クション」が，国際機関にＧＳＳＰとして承認された場合には，その名称で
ある「チバニアン」の語は，地質時代の一時代を特定する学術用語となるこ
とが十分想定される。
　そうすると，本件商標は，これを本件商標権者が第１６類「印刷物」に使
用した場合，これに接する取引者，需要者は，公的機関である共同研究チー
ムに係る千葉セクション（ＧＳＳＰ）に関する書籍，論文等であるかのごと
く，誤認するおそれがあり，ひいては，商取引の秩序を乱し得るおそれがあ
り，また，社会公共の利益を害することになるものであって，公の秩序を害
するおそれがあるものというべきである。



　したがって，本件商標は，その指定商品中の第１６類「印刷物」につい
て，商標法第４条第１項第７号に該当する。
３　むすび
　以上のとおり，本件商標は，その指定商品中「印刷物」について，商標法
第４条第１項第７号に違反して登録されたものであるから，その他の登録異
議の申立ての理由について判断するまでもなく，同法第４３条の３第２項に
より，取り消すべきものである。
　よって，結論のとおり決定する。

平成２９年１１月　１日

　　審判長　　特許庁審判官 田中 亨子
特許庁審判官 早川 文宏
特許庁審判官 平澤 芳行

（行政事件訴訟法第４６条に基づく教示）　　　　　　　　　　　　　　　
　この決定に対する訴えは，この決定の謄本の送達があった日から３０日
（附加期間がある場合は，その日数を附加します。）以内に，特許庁長官を
被告として，提起することができます。　　　　　　　　　　　　　　　　
　（この書面において著作物の複製をしている場合のご注意）　　　　　　
　　特許庁は，著作権法第４２条第２項第１号（裁判手続等における複製）
の規定により著作物の複製をしています。取扱いにあたっては，著作権侵害
とならないよう十分にご注意ください。

〔決定分類〕Ｔ１６５２．２２　－Ｚ　　（Ｗ１６）

審判長　　　特許庁審判官 田中　亨子 7758
　　　　　　特許庁審判官 平澤　芳行 8143
　　　　　　特許庁審判官 早川　文宏 7954


